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秋田河川国道事務所
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平成30年5月18日‐19日出水の概要

雄物川上流 《5月23日時点》

東北地方整備局
湯沢河川国道事務所

速報版に付き、今後情報が変更となる可能性があります。

《ポイント》

●５月期において観測史上最大の雨量を記録

●５月期において過去５０年で第１位の水位を記録

●水防団・防災エキスパート・地元企業等の活動

●リエゾン活動、ホットライン・緊急速報メールの実施

●排水ポンプ車の出動により、浸水被害を軽減

平成30年5月18日‐19日出水の概要

●前線の影響により、雄物川流域では5月18日の0時頃から非常に激しい雨が降り始め、特に秋田市と
仙北市において降水量が多く、多いところで累加雨量200mmを超える大雨となった。

●砂子渕雨量観測所（国交省所管）では24時間雨量141mm、朝日又沢雨量観測所（国交省所管）では
同158mmを記録し、5月期の降雨では観測史上最大となる雨量となった。

※５月１８日０時から２０日０時までの
４８時間の累計

・朝日又沢（国交省）

累加271mm

・下桧木内（国交省）

累加208mm

し も ひ の き な い

あ さ ひ ま た ざ わ

累加雨量レーダ

・田沢湖高原（気象庁）

累加251mm

た ざ わ こ こ う げ ん

・砂子淵（国交省）

累加239mm

す な こ ぶ ち

等雨量線図（雄物川流域、２日雨量）

※累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより

衛星画像（5月18日18時頃）天気図（5月18日18時頃）

※天気図、衛星画像は気象庁資料より
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100～150mm

150～200mm
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神宮寺水位観測所
(59.2ｋ)

長野水位観測所
(玉川10.1ｋ)じんぐうじ

ながの

平成30年5月18日‐19日出水の概要

●今回の大雨により、大仙市の神宮寺水位観測所では氾濫危険水位を超過、長野水位観測所では
避難判断水位に迫る大きな出水となった。

5月19日4:00時点

位置図

雄物川 右岸48.9k付近

氾濫危険水位 5.70m

避難判断水位 5.50m

氾濫注意水位 5.00m

水防団待機水位 3.50m

計画高水位 9.03m

洪水ピーク水位 5.97m（5月19日2:00）

水位（ｍ）

水位（ｍ）

氾濫危険水位 4.00m

避難判断水位 3.70m

氾濫注意水位 2.90m

水防団待機水位 2.30m

洪水ピーク水位 3.42m（5月18日21:00）

5月18日 5月19日 5月20日

5月18日 5月19日 5月20日

長野水位観測所(雄物川水系 玉川)

神宮寺水位観測所(雄物川水系 雄物川)

※水位の数値は正時データ

５月期において過去５０年で第１位の水位を記録

●神宮寺水位観測所、長野水位観測所では、５月期において過去５０年で第１位の水位を記録した。
●神宮寺水位観測所では、５月期において過去５０年で水防団待機水位を超えたのは２回のみであり、
氾濫注意水位を超えたことはなかったが、今回は氾濫危険水位を超え、昨年の８月洪水に迫る水位を
記録した。

順位 発生年月 水位（ｍ）

1 H30.5.18洪水 5.97

2 H4.5.8洪水 4.12

3 H9.5.8洪水 3.77

4 H8.5.9洪水 3.42

5 H8.5.2洪水 3.39

順位 発生年月 水位（ｍ）

1 H30.5.18洪水 3.42

2 H9.5.8洪水 3.12

3 H4.5.8洪水 2.26

4 H5.5.13洪水 1.83

5 H8.5.2洪水 1.51

【長野水位観測所】

５月期の過去５０年における上位５洪水

【神宮寺水位観測所】

※水位の数値は正時データ

ピーク水位 5.97m（H30.5洪水）

ピーク水位 6.38m（H29.8洪水）

ピーク水位 7.56m（H29.7洪水）

ピーク水位 3.42m（H30.5洪水）

ピーク水位 4.63m（H29.8洪水）

ピーク水位 5.03m（H29.7洪水）

3



雄物川の出水状況

秋田市

大仙市

秋田自動車道

奥羽本線（秋田新幹線）

横手市

強首輪中堤

強首地区

寺館大巻地区

中村芦沢地区

刈和野地区

雄物川

30.0k

40.0k

50.0k

60.0k

福部羅地区

雄物川

かりわの

なかむらあしざわ

てらだておおまき

こわくび

ふくべら

水防団・防災エキスパート・地元企業等の活動

＜地元企業、防災エキスパート、コンサルタント、水防団の活動＞

●地元企業による河川巡視、防災エキスパート・コンサルタントによる現地確認等を実施。
●自治体においては水防団が出動し、河川状況を把握。

▲防災エキスパートによる
河川管理施設の現地確認

▲地元測量業者による浸水状況調査

▲地元企業による河川巡視

＜地元測量業者の活動＞

●地元測量業者による浸水状況調査、洪水痕跡調査等を実施。

▲地元測量業者による洪水痕跡調査

Ｐ

▲コンサルタントによる
ＵＡＶ現地調査
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リエゾン活動・ホットライン・緊急速報メール

＜リエゾン活動の実施＞

●自治体と「災害時の情報交換に関する協定」を締結しており、今回の災害
にあたり、湯沢河川国道事務所からリエゾン（災害対策現地情報連絡員）
を大仙市へ派遣。

●２名のリエゾンを派遣し、被害状況などの情報共有や市の要請などを伝達。
●リエゾンを通じて雄物川の水位情報・氾濫状況等を大仙市へ伝達。

リエゾン活動状況

5月18日 16:30 【湯沢河国⇒大仙市】 水位及び現地状況伝達、リエゾン派遣連絡
18:24 【大仙市⇒湯沢河国】 水位及び現地状況伝達
18:55 【湯沢河国⇒仙北市】 水位状況伝達、支援協力体制連絡
18:58 【湯沢河国⇒横手市】 水位状況伝達、支援協力体制連絡
19:01 【湯沢河国⇒美郷町】 水位状況伝達、支援協力体制連絡
20:52 【大仙市⇒湯沢河国】 水位状況伝達
21:44 【湯沢河国⇒大仙市】 水位状況伝達
22:45 【湯沢河国⇒大仙市】 水位状況伝達

5月19日 3:30 【湯沢河国⇒大仙市】 現地状況伝達

＜ホットラインの実施＞

●市長等と湯沢河川国道事務所長の間で情報交換（ホットライン）を実施。（合計９回）

＜緊急速報メールの配信＞

●氾濫危険水位超過情報について
緊急速報メールを配信。

ホットライン状況

災害発生時に地域住民の方々が適切な防災行動が行
えるようにプッシュ型配信による情報提供を行うこととして
おり、今回発生した洪水において、昨年に引き続きプッシ
ュ型配信を実施。

▼今回配信されたメール画面

5月18日 23:18 大仙市神宮寺（氾濫危険水位到達）

▲湯沢河川国道事務所 災害対策室において
各市町長とのホットラインを実施

▲大仙市災害対策本部において老松市長と情報共有

排水ポンプ車の効果（試算）

１．排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による排水活動（大仙市浜町地区）

浜
町
地
区

▲ 内水（宅地側にたまった水）を丸子川へ排水

排水活動による効果

●排水ポンプ車（30m3/min）
約8時間稼働により、

14,790㎥の内水を排水。
（25mﾌﾟｰﾙ約40杯分に相当）

●仮に、排水が行われなかった
場合、周辺の地区においては、
約3haの浸水が発生したと想定。

●今回の洪水では浸水被害が
発生しておらず、排水ポンプ車
による効果と推察される。

P
排水ポンプ車

想定される浸水範囲
（浸水面積：約3ha）

（浸水家屋数：約101戸）

丸子川

椿川

5/18 21:43 排水開始
5/19 5:56 排水終了

はまちょう
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排水ポンプ車の効果（試算）

角
間
川
地
区 ▲ 内水（宅地側にたまった水）を雄物川へ排水

排水活動による効果

●排水ポンプ車（60m3/min）
約7時間稼働により、

24,360㎥の内水を排水。
（25mﾌﾟｰﾙ約70杯分に相当）

●仮に、排水が行われなかった
場合、周辺の地区においては、
約4haの浸水が発生したと想定。

●今回の洪水では浸水被害は
発生しておらず、排水ポンプ車
による効果と推察される。

P

排水ポンプ車

想定される浸水範囲
（浸水面積：約4ha）
（浸水家屋数：約8戸）

椿川

5/19 0:40 排水開始
5/19 7:26 排水終了

２．排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による排水活動（大仙市角間川地区）
かく ま がわ

（参考）支部体制・洪水予報・水防警報の発令状況

▲湯沢河川国道事務所 災害対策室の状況

6



平成30年5月18日～19日（前線）出水概要
《第1報 5月22日 17時 時点》

東北地方整備局
秋田河川国道事務所

※数値は速報値ですので今後の精査等により変更する場合があります。

雄物川 新波地区・向野地区・左手子地区

平成30年5月19日 11時頃撮影

＜今回のポイント＞

・国管理の雨量観測所で5月期として観測史上最大の日雨量を記録
・椿川水位観測所で5月期として戦後最大の水位を記録
・秋田市雄和地域において溢水による氾濫被害（約82ha）が発生
・排水ポンプ車による排水活動により、浸水被害を軽減
・引き続き、H29.7出水対応の「雄物川の緊急的な治水対策」を推進
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平成30年5月18日～１９日（前線）の概要

累加雨量レーダ

活発な前線の影響で、秋田県で非常に激しい雨が降り、累加雨量は多いところで累加

雨量が200ミリを超える大雨となった。

秋田市や由利本荘市等に設置している国土交通省管理の雨量観測所では、5月期とし

て観測史上最大の日雨量を記録した。（砂子淵、朝日又沢、赤田、冬師）

また、椿川水位観測所では、19日11時に氾濫注意水位を超える7.57mの水位を記録

し、5月期として戦後最大の水位となった。

衛星画像（５月１９日３時頃）

※気象庁資料より

天気図（５月１９日３時頃）

つばきかわ

・砂子淵（国土交通省）

日雨量 141mm
累加雨量 251mm

す な こ ぶ ち

※統一河川情報システムより

・朝日又沢（国土交通省）

日雨量 158mm
累加雨量 271mm

あ さ ひ ま た ざ わ

・赤田（国土交通省）

日雨量 125mm
累加雨量 143mm

あ か た

・冬師（国土交通省）

日雨量 110mm
累加雨量 152mm

と う し

※気象庁資料より

※５月１８日０時から20日0時までの４8時間の累計
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平成30年5月18日～19日（前線）における
秋田県内の直轄管理河川の状況

○レベル５（溢水） ＜１河川＞

・雄物川

○レベル３（避難判断水位 超過） ＜１河川＞

・子吉川

○レベル２（氾濫注意水位 超過） ＜１河川＞

・ 米代川

【平成３０年５月２０日 １８時 時点】

３．排水ポンプ車の出動状況（秋田県内）

○直轄２ダム で防災操作を実施

（玉川ダム、森吉山ダム ）

４．一般被害状況（秋田県内の国管理区間）

２．直轄ダム洪水調節状況（秋田県内）

１．河川出水状況（秋田県内の直轄河川）

子吉川

最上川

赤川

雄物川

米代川

岩木川

こよしがわ

おものがわ

もがみがわ

よねしろがわ

あかがわ

いわきがわ

馬淵川

高瀬川

まべちがわ

たかせがわ

北上川
きたかみがわ

名取川

鳴瀬川

阿武隈川

なるせがわ

なとりがわ

あぶくまがわ

御所ダム

四十四田ダム

鳴子ダム

しじゅうしだ

ごしょ

なるこ

三春ダム

釜房ダム

七ヶ宿ダム

摺上川ダム

しちかしゅく

かまふさ

みはる

すりかみがわ

レベル４（計画高水位超過）

レベル４（氾濫危険水位超過）

レベル３（避難判断水位超過）

レベル２（氾濫注意水位超過）

凡 例

レベル５（越水）

湯田ダム
ゆだ

胆沢ダム
いさわ 田瀬ダム

たせ

白川ダム
しらかわ

長井ダム
ながい

寒河江ダム
さがえ

月山ダム
がっさん

玉川ダム
たまかわ

森吉山ダム
もりよしざん

浅瀬石川ダム
あせいしかわ津軽ダム

つがる

防災操作実施ダム

たまがわ もりよしざん

おものがわ

こよしがわ

よねしろがわ

〇秋田県（秋田市、能代市、大仙市、北秋田市）

・排水ポンプ車 30m3/min ×３台

・排水ポンプ車 60m3/min ×１台

・照明車 ×３台

・待機支援車 ×１台

○雄物川 溢水（計8地区）

・左手子地区（秋田市）

・中村・芦沢地区（大仙市）

・寺館大巻地区（大仙市） ほか5地区

お も の が わ

さ で こ

な か む ら あ し ざ わ

て ら だ て お お ま き

５． 避難指示及び避難勧告（秋田県内）

あ き た し だ い せ ん し ゆ り ほ ん じ ょ う し か た が み し

い か わ ま ち み た ね ち ょ う は ち ろ う が た ま ち ご じ ょ う め ま ち

あ き た け ん

い わ て け ん

○秋田県４市４町で避難勧告

秋田市、大仙市、由利本荘市、潟上市

井川町、三種町、八郎潟町、五城目町

あ き た け ん

あ き た し だ い せ ん し ゆ り ほ ん じ ょ う し か た が み し

い か わ ま ち み た ね ち ょ う は ち ろ う が た ま ち ご じ ょ う め ま ち

※記載の数値は速報値であり、今後変更の可能性があります。

9



椿川水位観測所
(13.0ｋ)

新波水位・流量観測所
(29.8ｋ)

平成３０年５月１８日～１９日出水における
雄物川下流の状況

新波（あらわ）水位・流量観測所水位（ｍ） 雨量（ｍｍ/h）

洪水ピーク水位 12.53m（5月19日10:00）

大正寺（だいしょうじ）雨量観測所
雨量（ｍｍ/h） 累加雨量（ｍｍ）

雨量（ｍｍ/h） 累加雨量（ｍｍ）
雄和（ゆうわ）雨量観測所

雄物川

１９日１１時

雄物川 左岸29.8k

雄物川

１９日１１時

雄物川 右岸13.0k

雄物川 右岸26.2k

１９日１１時

雄物川古川排水樋門 右岸6.6k

１９日 １時

お も の が わ

お も の が わお も の が わ

つばきがわ

あらわ

（大正寺雨量観測所）

計画高水位 9.89m

氾濫危険水位 8.10m

避難判断水位 8.00m

氾濫注意水位 6.60m

水防団待機水位 5.60m
（大正寺雨量観測所）

椿川（つばきがわ）水位観測所水位（ｍ） 雨量（ｍｍ/h）

洪水ピーク水位 7.57m（5月19日11:00）

※水位、雨量の数値は正時データである

データ期間 5/18 0：00～5/20 4：00

10



平成３０年５月１８日～１９日出水における
子吉川流域の状況

明法水位観測所(16.1ｋ)

鮎瀬水位観測所(石沢川1.3ｋ)

石沢川

１９日午前４時

石沢川 左岸1.3k

子吉川
１９日午前２時

子吉川 右岸16.1k

矢島（やしま）雨量観測所
水位（ｍｍ/h） 累加雨量（ｍｍ）

東由利（ひがしゆり）雨量観測所水位（ｍｍ/h） 累加雨量（ｍｍ）

データ期間 5/18 0：00～5/20 4：00

こ よ し が わ

いしざわがわ

こ よ し が わ

あゆせ

みょうほう

（矢島雨量観測所）

計画高水位 5.75m

氾濫危険水位 4.70m

氾濫注意水位 2.20m

避難判断水位 4.00m

水防団待機水位 1.50m

洪水ピーク水位 3.81m（5月19日1:00）

明法（みょうほう）水位観測所水位（ｍ） 雨量（ｍｍ/h）

（東由利雨量観測所）

計画高水位 5.79m

避難判断水位 4.20m

氾濫注意水位 3.40m

水防団待機水位 2.50m

洪水ピーク水位 4.76m（5月19日2:00）

鮎瀬（あゆせ）水位観測所水位（ｍ） 雨量（ｍｍ/h）

※水位、雨量の数値は正時データである
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浸水状況の調査について
平成30年5月18日出水（前線）における

雄物川沿川の主な浸水状況

③左手子地区（雄物川30k付近）
さ で こ

5月19日8時頃撮影

5月19日9時頃撮影 5月19日9時頃撮影

お も の が わ

②寺館・大巻地区（雄物川42k付近）
て ら だ て お お ま き

①中村・芦沢地区（雄物川45k付近）
な か む ら あ し ざ わ

▼ UAVによる現地調査状況

①中村・芦沢地区

③左手子地区

○H30.5.18の被害（平成30年5月20日18:00時点）

■浸水面積 ※速報値

秋田市 0.82km2（外水0.82km2）
大仙市 1.99km2（外水1.99km2）
合計 2.81km2

■浸水家屋数（住家）※速報値

秋田市 0戸 （外水0戸）
大仙市 0戸 （外水0戸）
合計 0戸

外水氾濫
H30.5.18の被害

※数値は国土交通省調査による速報値であり
今後変更となる場合がある

さ で こ

な か む ら あ し ざ わ

②寺館・大巻地区
て ら だ て お お ま き

平成30年5月20日18:00時点
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排水ポンプ車の稼働状況・効果

8月31日5時30分頃

災害対策機械（排水ポンプ車等）の支援（秋田市）

国道13号
四ツ小屋入口交差点浸水状況

あき た し に い だ ふるかわ はいすい ひもん

【秋田市仁井田地区（古川排水樋門）】
●排水ポンプ車の稼働（約33時間）により、
約60,000m3の内水を排除しました。

（25mプール約165杯分に相当）
●平成29年7月洪水では内水の影響により、国
道13号の交通が途絶しました。
今回、排水が行われたことにより、国道13号
交通の途絶発生防止の効果があったと想定
されます。

平成29年7月洪水における浸水状況
（浸水により約31時間通行止め）

内水（宅地側にたまった水）を雄物川へ排水

雄物川

秋田市 仁井田地区

古川排水樋門

椿川

今回洪水では、浸水被害なし

宅地側

あ き た し

あ き た し に い だ

ふ る か わ は い す い ひ も ん

つ ば き か わ

現地に配置した災害対策機械

排水ポンプ車 30m3/min ×１台

照明車×１台

待機支援車（バス型）×１台

平成30年5月19日 1時頃

平成30年5月19日
1時頃

5月19日00：00 運転開始
5月20日08：50 運転終了
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平成 30年 5月 30日 

秋田河川国道事務所 

 

平成 30年 5月 18日～19日出水時の課題 

 

 避難勧告等に従わない人への対応 

 田畑や船などを見回っている人への対応 

 冠水道路、冠水が予想される道路の通行止め措置の徹底 

・道路管理者によるバリケードの設置 

・水位表示板等危険情報の明示 

 排水ポンプ車の出動要請タイミング 

 水位計設置箇所の要望 

 氾濫情報の出し方の運用 

 地元意見の関係機関への発信 

14


	スライド番号 1



